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関谷武史

Shakespeare史劇のうち,RichardH,HenryIV一部及び二部,HenryVを一連の作

品と看倣し，その流れの中に横わっている悲劇性を，中世の秩序観に照して，考察しようと

するのが，この小論の意図するところである。ここに,秩序観というものを持ち出したのは，

何時，内乱の恐怖に陥るかも分らない不安なエリザベス朝の人々に，この秩序観を背景に，

作品を表わす事によって，当時の演劇に課せられていた社会的使命を,Shakespeareが，

達成しようとしたと思うからである。そして，また，ここに，四つの作品を連作として取り

上げたのは,Shakespeareの史劇は，事件も思想もぱらぱらのものではなく，一種の連作

を成してし､るという,TillyardやTheodoreSpencerらの考え方に加えて，この中世の秩

序観に沿って，以上四つの作品を考察しようとする時，それが一連の流れを成していると考

えるからである。

さて，中世の秩序観について考える時，それは，宇宙に存する全てのものが，揮然とした

秩序体系を成しているという観念であったと要約し得る。然し乍ら，この考えの裏に，この

秩序は,非常に崩れやすいものでもあるという考えが存在していた。しかも，更に重要な事

は，ひとたび，この体系が乱れると，連鎖的に混乱と不調和が続くという考え方が流行して

いた。であるから，このような秩序体系を人間の側から乱すという事は，当時にあっては，

恐ろしい罪業とされたのである。

ところで，ここに,Shakespeareが，果して，こうした中世思想の信奉者であったのか，

或いは新しいhumanism思想の信奉者であったのかという事が，問題となってくる。それ

は,Shakespeareが活躍した英国のルネッサンスと云われる時代を，中世の完全な否定の時

代として考えるのか，中世の伝統の中にあった時代として考えるかによって，決定され得る

であろう。最近のShakespeare史劇の研究家，特に,TillyardやTheodoreSpencerとい

った人達は，後者の考えに立って,Shakespeare史劇を考察している。であるから，彼らに

とっては,HamletのWhatapieceofworkisaman!hownobleinreason!

howinfiniteinfaculty!informandmovinghow匂【pressandadmirable!

inactionhowlikeanangel!inapprehensionhowlikeaGod!thebeautyofthe

world!theparagonofanimals!CH.2.316～211という，従来，人間解放の讃歌と

して，考えられて来た言葉も，実は，中世の人々が求めた神と同じ姿につくられた人間の堕

落以前の理想の姿と考えられたのである。私にとって，それがどちらであるかという事は，

身に余る問題でもあり，この小論の直接の目的でもない。ただ，ここに断言出来得る事は，

Tro伽§聖dCressid且の中でのUlyssesの位階の論をみても分るように，この秩序観に関

する限りに於ては,Shakespeareが，それを，尊重し重要視し，かつ，正しく，消化して
いたということである。

ここで，もう少し詳しく，秩序観について，触れる必要があろう。中世にあっては，その
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秩序観はChainofbeingC存在の鎖},ASeriesofcorrespondingplanesC対応する

一連の平面;],AdancetomusicC音楽に調和する舞踏〕という三つの概念によって示さ

れていた。十五世紀の法学者SirJohnFortescueは,Chainofbeingについて，次のよ

うに述べている。

Inthisorderangelissetoverangel,rankuponrankintheKingdomofHeaven;

manissetoverman,beastoverbeast,birdoverbird,andfishoverfisli,on

theearth,intheair,andinthesea;sothatthereisnowormthatcrawls

upontheground,nobirdthatfliesonhigh,nofishthatswimsinthedepth,

whichthechainofthisorderbindsnotinmostharmoniousconcord．[SirJohn

Fortescue'sworkseditedbyLordClermont(London,869)1.P.322.3

Chainofbeingの考えによれば，宇宙の万物が,上は天使に始って，下は最も卑小なもの

に至るまで，鎖によって，きちんと，結ばれていたのである。こうした，言わば，縦の秩序

とは別に，この宇宙は，横に繋がりを持っていたのである。つまり，宇宙は多数の平面から

成っており，それらは，対応という作用によって，互いに，結ばれていたのである。対応す

る平面とは，神，宇宙，国家，小宇宙〔人間〕等であった。十五世紀のSpainの神学者

RaymonddeSsbondeは，次のように，天上の霊と地上の生物との対応を述べている。

Ifthenthereismaintainedsuchanorderamonglowandearthlythings,the

forceofreasonmakesitnecessarythatamongthesemostnoblespiritsthere

shouldbeamarshallingunique,artistic,andbeyondmeasureblessedoFurther,

beyonddoubt,theyaredividedintothreehierarchiesorsacredprincipalities,

ineachofwhichtherearethehighmiddleandlow・Butthiswell-ordered

multitudeleadsuptoasinglehead:inpreciselythesamewayasweseeamong

theelementsfirethefirstindignity;amongthefishesthedolphin;amongthe

birdstheeagle;amongthebeaststhelion;andamongmentheemperor.

ÂbridgementofdeSebonde,OriginallyinLatin,translatedintoFrenchbyJean

Martin1550.QuotationtranslatedbyE.M.W・TillyardfrombookIVchap.

42ofFrenchversion.']宇宙の秩序体系に関する，こうした，縦桃の静的な考えと同様に，

音楽に調和した舞踏という，云わぱ，動的な考えが存在していた。六世紀頃の人と云われて

いる,Sevilleの百科全書学者のIsidoreはNothingexistswithoutmusic;for(he

universeitselfissaidtohavebeenframedbyakindofhanuonyofsounds,and

theheavenitselfrevolvesimderthetonesofIhntharmony.[E.M、W.Tillyard,

TheElizabethanworldPic[ure=PenguineBookK,1963,P.123Jと述べております。

このような，一見揮然とした体系を成てしいる秩序も，その反面，非常に崩れ易いものであ

るという考えが存在していた。外交官であり，数多くの古典翻訳家でもあった，十六世紀の

英国人ThomasE1yotは，その箸Governorの中で，そうした連鎖的崩壊現象を，次のよ

うに，説明している。Wherethereisanylackoforderneedsmustbeperpetual

conflict.Andinthingssubjecttonaturenothingofhimselfonlymaybenourished;

but,whenhehathdestroyedthatwherewithhedothparticipatebytheorderof

hiscreation,hehimsefofnecessitymustthenperish;whereofensuethuviversal
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dissolution．Clbid.,P,21.3このように一つの要素が，その体系から逸れるという事は，自

己の崩壊のみならず，他の崩壊をも，招く事になり，その結果として，秩序体系の全体が，

混乱に陥るという事だったのである。

それでは,Shakespeareが,chainofbeingとか,correspondingplanesとかadance

lomusicといった個々の概念に通じていたという事を，それぞれの作品の言葉によって，立

証しながら，中･世の秩序観に照して,l̂ ichardⅡとI-IenryIV1.部.n部．及びHenryV

の作品全‘体を流れる悲劇性を考察してみたいと思う。と同時に，そうした悲劇性を描く事に

よって,Shakespeareが当時の社会生活にどのような働きを，示そうとしたかをも考えてみ

たい。

‐Ei坐竺j旦に於ては，王権の絶対性というものが強調されている。王はこの地上の秩序
体系の頂点に位置し，天上の神と通じていた。であるから，そこに，どんな理由があっても

王に背く事はあってはならなかった。たとえ，王が不法で暴君であっても，その政治に忍従

する事が美徳であったというのが，云い過ぎであれば，少くとも，内乱を企てるよりは，

betterであるという考えが，中世のそしてElizabeth朝の政治理念だったのである。

Gloucester公夫人が，夫の殺害者として,RichardⅡを，弾効した時のそれに対する

Gauntの言葉は，王の神聖視といった。つまり,chainofbeingによって調和を保つ体系

は，どのような事があっても，乱してはならないという中世的理念を示すものである｡、

Godsisthequarrel-forGodssubstitute,/HisdeputyanointedinHissight,/

Hathcausedhisdeath;thewhichifwrongfully,/Letheavenrevenge,forImay

neverhft./AnangryarmagainstHisminister.RichardH.1.2.37～41.

王自らも，王権は絶対的なものであり，自己を中心とした秩序の体系は，乱してはならぬも

のと‐心に決めていた。Bolingbroke反乱の報に，急いで帰国したRichardⅡは王権の絶

対性を主張している。

Notallthewaterintheroughrudeseâ Canwashthebalmofffroman

anointedKing./'Thebreathofworldlymencomnotdepose/Thedeputyelected

bytheLord=RichardII.m.2.54～57.

又，人間界の秩序体系の頂点に立つ王は，天体の長たる太陽と対応されている。

See,s.eeKingRicharddothhimselfappear,/Asdoththeblushingdiscontented

sun̂ 'Fromoutthefieryportaloftheeast,/Whenheperceivestheenvious

cloudsarebent̂ -̂'Todimhisgloryandtostainthetrack/ofhisbrightpassagelo

theOccident.RichardH.M.3.62～7．

こうした，犯すべからざる秩序の体系も，移り気な民衆の手が，その反逆に加わる時，崩壊

の運命に置かれるのである。

White-beardshavearmdtheirthinandhairlessscalps/Againstthymajesty:

boys,withwomen'svoices,/Strivetospeakbigandclaptheirfemalejoints/

Instiffunwieldyarmsagainstthycrown,/Theverybeadsmenlearntobend

theirbows/'ofdouble-fatalyewagainstthystate;y'Yea,distaff-womenmanage

rustybills,/'AgainstthyseatBothyoungandoldrebel,/Andallgoesworse

thanIhavepowertotell.

RichardⅡ．Ⅲ.2．112～3.
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こうして，秩序の体系は，その頂点に位置したものが，崩れてしまった事によって，混沌状

態に陥る。Bolingbro蛇が，王として，君臨したHenryIV王治世の混乱は，この時，その
種を蒔かれたのである。愚かな民衆も加わって,Bolingbrokeは，この秩序‘体系を,Chaos

の中に，陥れたのである。かくして，これより，連鎖的な崩壊をみる事になる。
正統なRichard王に代って，王座に登らんとするBolingbrokeの罪業に対して,Carlisle

のbishopは，その行為の非道を説き,将来の混乱を予言している。又Pomfret城へ送還を

言い渡されたRickardⅡは，王位築奪の共媒者Northumberlandに，やがて来る乱世を予言

している。

Northumberland,thouladderwherewithal/ThemountingBolingbrokeascends

mythrone,/Thetimeshallnotbemanyhoursofage/More､thanitis,erefoul

singatheringhead/Shallbreakintocorruption.

RichardII.V.i、55～9.

存在の鎖に，きちんと結ばれている体系に於て，下のものが上のものに，取って代ろうとす

る時，禁登るための梯子が必要とされる。Richard王の予言通り，後年のNorthumberland

は，梯子の地位に甘んじようとしなかった。ここにも，また,HenryIV治世の悲劇が存在

していたのである。Pomfret城で，死の予感に襲われたRichard王は，現在の境遇を嘆き

ながら，膜想に耽る。王は，小宇宙〔人間〕と国家とを対応させながら，心と国の乱れを，

音楽的調和の乱れによって，表わしている。

Musicdolhear？Music・Ha,ha!keeplime;howsoursweetmusicis,/Whentime

isbrokeandnoproportionkept!/Soisitinthemusicofmen'slives./Andhere

haveIthedaintinessofoar/Tochecktimebrokeinadisorderdstring;/Butfor

theconcordofmystateandtime/Hadnotaneartohearmytruetimebroke.

/Iwastedtime,andnowdothtimewasteme:/Fornowhathtimemademehis

numberingclck:/Mythoughtsareminutes;andwithsighstheyjar/Their

watchesonuntomineeyes,theoutwardwatch,/'Wheretomyfinger,likeadials

point,/Ispointingstill,incleansingthemfromtears./Nowsir,thesoundthat

tellswhathouritis./Areclamorousgroans,whichstr汰euponmyheart,/'

Whichisthebell:sosighsandtearsandgroans/Showminutes,times、and

hours:butmytime/RunspostingoninBolingbroke'sproudjoy,/'WhileIstand

foolinghere,hisJacko'theclock./Thismusicmadsme;letitsoundnomore;

/Forthoughithavehelpmadmentotheirwits,/Inmeitseemsitwillmake

wisemenmad.RichardH.V.5.41～63.

この狂気という言葉は,Richard自身の心の狂気を表わしていると同時に，国の狂気，つま

り,Chaosを表わしているのであろう。そして，音楽によって，狂気が正気に遮るという状

態は，正に,adancetomusicの状態なのである。秩序の体系は，すでに，乱調子になっ

ている。そして,Carlisleや,Richardの予言の言葉と共に,Richard王の次の言葉は，そ

のまま,HenryIVへのI児となっている。

9］



Thathandshallburninnever-quencliingfire/Thatstaggersthusmyperson.

Extpn,thyfiercehand/Hathwiththekingsbloodslain'dthekingsownland.

RichardH.V.5.109～Ill

CarlisleやRichard王の呪いの言葉は,HenryIV治世の英国の空を，重く覆う。王冠

を頭にするものが持つ筈の威厳も，かっての共謀者であるNorthumberlandの一家に対･し

ては，全く効をなさない。Northumberlandの弟のWorcesterは，王の非難に対して，

曽て新王に尽した功績をかさに，横暴である。Richard王に代った時，すでに,HenryIV

王は秩序の頂点に位置する資格を失っていたのである。WorcesterはHenryIVの言葉に，

全く，耳借そうとしていない。

Ourhouse,mysovereignlîge,littledeserves/Thescourgeofgreetnesstobe

usedonit,/Andthatsamegreetnesstoowhichourownhands/Havehelpto

makesoportly.

KingHenryIV.Part、I.1.3.10～13.

:彼ら一家の者は，王の待遇を不満として，謀叛を開始する。そしてNorthumberlandの息

子のHenryHotspurは，王に対する反逆を，一家の者に挑溌している。

Istherenotmyfather，myuncle，andmyself？LordEdmundMortimer，my

lordofYork，andOwenGlendower？IstherenotbesidesthFDouglas？

KingHenryIV.part.I.H.3.24～7.

彼らの結びつきも，その反逆も，乱れた国の秩序を取り戻す為といった国家救済的なもので

はない。全てが混乱なのである。人間界の秩序が崩れると自然界も動揺し，天体にも異変が

生ずる。

Howbloodilythesunbeginstopeer/Aboveyonbuskyhill!thedaylookspale

Athisdislemp'raturc.

KingHenryV.partI．V.1.1～3.

この,HenryIVの言葉は,chainofbeingのゆらぎ表わしている。空と国家とを対応させ

て，謀叛のWorcester郷を次のように，非難している。

Whatsayyoutoit？willyouagainunkllit／Thischurlishknotofall-abhorred

war?/Anclmoveinthatobedientorbagain/Whereyoudidgivefairand

naturallight,/Andhenomoreanexaltedmeteor,/Aprodigyoffear,anda

portent／OfbroachedmisChieftotheunborntimes？

KingHenryIV・partI.V.1．15～21.

王は，軌道を外れた星と反逆のWorcesterを対応させている。更に，王は，国家と人とを

対応させて，国の秩序の乱れを悲しんでいる。

Thenyouperceivethebodyofourkivgdom/Howfoulitis;whatrank

diseasesgrow,/Andwithwhatdanger,neartheheartofit.

KingHenryIV.partH.III.I.38～40.
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CarlisleやRichardの予言は，現実となって，王に迫っている。このような外面的秩序の

乱ればかりでなく,HenryIVの心の内部の秩序体系も，崩壊を来たす。自分の行為を，是
認出来ないものが，他を信じられる筈がない。RicharaⅡに代った時，彼は，人を信じる心
を失ってしまったのである。疑いは息子のHenry王子にも，向けられる。病床にある時，

枕元に置いた王冠がないのを，自分が死ぬのを待ちかねて，王子が持っていたと邪推しても

らすところの彼の言葉は，私達の心を，痛ましく，打つのである。

Dostthousohungerformineemptychair/Thatthouwiltneedsinvestthee

withmyhonours/Beforethyhourberipe?

HenryIV,partJI.IV.5.95～7.

王自らをして，自分の行為と心とに，顔を背けさせたものは，彼の心の中に消えずに残って

いた所の罪の意識だったのである。そして，彼は，その意識から，生涯逃れる事が出来なか

った。それは，人間が人間である限り，どんな暗i淵に落ちても，依然として，心のうちに存

在するものである。であるから,Falstaffらと遊とうに耽るHenry王子の行為すら，過去

の罪業に対して，下された神の鞭と考えられる。

IknownotwhetherGodwillhaveitso/ForsomedispleasingserviceIhave

done,/That,inhissecretdoom,outofmyblood/He'llbreedrevengementand

ascourgeforme;/Butthoudostinthypassagesoflife/Makemebelievethat

thouartonlymarked/Forthehotvengeanceandtherodofheaven,/Topunish

mymistreadings.

KingHenryIV,partI.]II.2.4～11

相次ぐ内乱と心の苦しみのために，不眠症に陥ったHenryIVは，眠りの神に次のように訴

えている。

Osleep,Ogehtlesleep,/'Naturessoftnurse,howhaveIfrightenedthee,/That

thounomorewiltweighmyeyelidsdown〆Ax1dsteepmysensesinforgetfUlness？

KingHenryIV.partⅡ．Ⅲ、1.5～8．

こうしたHenryIV王の心に，かってのRichardの言葉が睦ってくる。

WhenRichard,withhiseyebrinfuloftears,/Thencheck'dandratedby

Northumberlgnd,/Didspeakthesewords,nowprovedaprophecy?/Northum-

berland,thouladderbythewhich/MycousinBolingbrokeascendsmythrone';

(Thoughthen,godknows,Ihadnosuchintent/Butthatnecessitysobovv'dthe

state/ThatIandgreatnesswerea.皿pell'dtokiss)/'Thetimeshallcome',thus

didhefollowit,'Thetimewillcome,thatfoulsin,gatheringhead,/Shallbreak

intocorruption':sowenton,/Foretellingthissametimes'condition/Andthe

divisionofouramity.

kingHenryIV.partli.III.1.67～79.

今更，王は，秩序,体系を乱した事の恐ろしさを，知るのである。彼の一生は，政治にあって

は，自分より，王位継承権を強く主張出来たEdmundmortimerを始め，かっての共謀者，
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Northumbeland-･家の者の反逆に悩まされ，心の内にあっては，罪の意識に，資められる
といった悲惨な一生であった。

Bolingbrokeが,Richard王に代って,王座に位置した事によって生じた連鎖的な崩壊は，

息子のHenryVの時代にも，続いている。即位後，間もなくして,ScroopやCambridge
伯らが，謀叛を企てている。そして，その暖も，彼の一生は，仏との対外戦争に明暮れると

いった，多難な生涯であったと云えよう。更に，彼は，罪の意識のために,Agincourtの戦
いの前夜に，次のように，神に祈っている。

Notto-day,OLord,/'0,notto-day,thinlcnotuponthefault/Myfathermade

incompassingthecrown!

KingHenryV.IV.1,;J09～11

戦いの後で.仏王女Katherineに求婚する彼の言葉にも，父の犯した罪の.傷痕がみられる。

Now,beshrowmyfather'sAmbition!hewasthinkingofcivilw-arswhenhegot

nic-=thereforewasIcreatedwithastubbornoutside,withanaspectofiron.

hat,whenIcometowooladies,Ifrightthem.

KingHenryV.V、2.241～45.

このように，国の政治においても，父子二代に至る王達の心の内部においても，連鎖的な崩

壊は，悲劇の流れを成して，続いている。

ところで，詩の社会的，道徳的使命を重んずるSidneyの詩論が存在した時代，新聞やラ

ジオもなく演劇というものの社会的使命が極めて大きかった時代にShakespeareが中世

の秩序観を背景にして，こうした悲劇性を描く事によって，人々に，混乱の恐ろしさ，秩序

の尊さを，教えようとした事は，異論のないところであろう。しかし,私は,HenryVの中

に，もう一つのShakerpeareの態度，民衆に対する細やかな心適いといったものを感ずる。

つまり,Shal̂ erpearaは，この四つの作品ばかりでなく，彼が描いた史劇の中の最後の作品

であるI-IenryIを，秩序の回復を以って，終る事によって，統一と平和とを求めずには

いられない民衆の気持ちに，ある満足を与えようとしたと思うのである。Shakespeareは，

そうした意図の下に,HenryIVの中に，一つの伏線を引いている。

Godknows,myson/Bywhatby-pathsandindirectcrook'dways/Imetthis

crown;andImyselfknowwell/Howtroublesomeitsatuponmyhead./Tothee

itshalldescendjjwithbetterquiet,/Betteropinion,betterconfirmation;/Forall

thesoiloftheachievementgoles/Withmeintotheearth.

KingHenryIV.partIf.IV.5.184～91

このように,HenryIV王は，臨終にあって,息子に，呼び掛けてし､る。こうして,HenryV

は，王冠を，譲り受けたのである。もう，秩序の体系は，絶対に，乱す事があってはならな

い。Scroopら一味の謀叛に対して，王は厳しい裁きを下している。

Touchingourpersohseekwenorevenge;/'Butweourkingdom'ssafetymuchso

tender,/Whoseruinyouhavesought,thattoherlaws/Wedodeliveryou.

Getyouthereforehence,/Poormiserablewretches,toyourdeaths:

KingHenryV.E.2.174～77.
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更に,Exterとcanterburyの会話の中には，国家とkingshipの理想が，集約されている。
そして，その言葉の中に,Chainofbeingとcorrespondingplanesとadancetomusicに

対する,Shakespeareの関心をみる。Exterが，国家のhierarchicorderを強調し，音楽
のように上下が調和して，政治が行われるべきだと主張すれば,Canterburyも，密蜂の集

団を，例にとって，各人が，各々の職務に対して，忠実でなければならないと説いている。

Forgovernment,thoughhighandlowandlower,/Putintoparts,dothkeepin

oneconsent,/Congreeinginafullnaturalclose,/Likemusic.Cant.Therefore

dothheavendivide/Thestateofmanindiversfunctioions;/Settingendeavour

incontinualmotion/Towhichisfixed,asanaimorbutt,/Obedience;forso

workthehoney-bees,/Creaturesthatbyaruleinnatureteach/Theactof

ordertopeopledkingdom.

KingHenryV.1．2.180～189.

これこそ，当時の人々か理想とした秩序の体系であり，政治的世界観であった｡

さて,HenryVが，真の意味で，秩序体系の頂点に位置するには，つまり,Richard王の

位置に立つためには，神の同意が，必要であったcHenryVの王位を，神の意志によるもの

とする事によって,Shakespeareは,HenryV治麿世の英国を，秩序の完全なる回復として

いる。それは,Shakespeareが，過去の歴史劇の中で追い求めて来た理想の姿だった。勝

利のAgincourtの戦いの後で，王は，次のように，命令している。

K.Hen・Come,goweinprocessiontothevillage:/Andbeitdeathproclaimed

throughourhost/ToboastofthisortakepraisefromGod/Whichishisonly.

KingHenryV，IV、8．118～21.

こうして，秩序は，鮭えり，国の統一が成る。おそらく，当時の観客の心ある者は，この終

幕をみて，ある満足の感を得たであろう。そして，自分達の周辺をみて，そこに希望を感じ

ながら，席を立ったのではなかろうか。
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